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総合型地域スポーツクラブの調査研究【1】
ComprehensiveSportClubsofResearchesanInvestigation【l】
l青雲栄純（法政大学）
EijunKiyokumo
掲げたスローガンに「子育てするならさいたまTljU「サッカー
のまちさいたま」の２本柱を掲げた。これを期に「一Ｔｌ７尺一
スポーツ」を』§本111念に「スポーツ文化をさいたまTIjに浸透
させよう」と20041Ｍ月に教育委員会とさいたまTIT総合型
地域スポーツクラブ推進委員会が協働して「スポーツプラ
ン」作りに蒜手した。私Ｍｔ進委会委員長として莱定委員と
総合計UIli部会のメンバーとしてスポーツプラン作りに参ｌｊｌ１し
た。推進委只会とは１ｌｘに1箇所以上の総合型地域スポー
ツクラブの設JlZや育成に向けてサポートする事を|=|｢１９にTlj役
所内に設立された組織である。調在の'三Ｉ的はスポーツプラン
作りに必要なTlj民へのアンケートを実施することで、地域ス
ポーツの現状を把握し、総合型地域スポーツクラブの普及・
育成にlf1けての'''１題点がlﾘ|らかになる事である。市民が運
動やスポーツiili勅をどのような視点でとらえているのか、又、
｢総合型地域スポーツクラブ」の普及や育成にｌｉ１１けてTl７尺が
どのような考えを持っていたのか洲在した結来を考察する。
又、私が地域スポーツの振興に興味を持つようになった経
緯も記す。
I、はじめに
大宮（さいたま市）に来て９年が過ぎようとしている。
プロサッカーチーム大宮アルディージャのゼネラルマネー
ジャーとしてチームの強化や普及・育成に桃わると|而１時に行
政や地域の皆さんとも関わりを持つようになった。交流が机
繁になるにつれてサッカーだけに留まらず、他のスポーツや
文化iiIi動のリーダーの皆さんとの連携も11Yれるようになり、
J-リーグの11M念である地元（ホームタウン）から愛され支え
られるプロサッカークラブとして存ｲｉｉ(illi他が認められるよう
になってきた。密着度が深まるにつれて「地域のスポーツ振
興ｊが大きく立ち遅れている事に気づかされる。住民の皆さ
んからは「運動をしたくても施設が少ない」「折導者がいな
い」「自分に合ったスポーツがわからない」などの7肝を多く
聞くようになった。このような現状を打|刑するためには地域
のスポーツの|Ⅲ題点は何か、地域スポーツクラブの現状はど
のようにｌＩＩｉ移しているのかについて調べるzllが必要であると
感じた。アルディージャがトレーニングで仙)|IしているTIT哲
jllillllifグランド（見沼区）で状況把握のために、このグランド
で活動しているスポーツ団体にも聞き取り訓森を行った。そ
の結果「芝LLのグランドがほしい」「飲食施設があれば」「迎
動した後の休憩場所がほしい」との要望が多く、この状況
を「行政に何とか改善してほしい」という慰見が大半を,1iめ
た。調杏を進める''１で感じ取れたことは、今までは'''１題の先
lﾘ|や現状の把掘がIll来たとしても具体的な方策の拙示がな
されていなかった事に気づかされる。
とにかくアクションを起こさない限り何も始まらないと考え、
大寓アルデイージャと地元有志の皆さんと連携して2002年
５月に総合型地域スポーツクラブを|=I指して｢さいたまスポー
ツクラブｊを立ち上げた．クラブメンバーの献身的な11Nり組
みが評(ｌＩＩｉされ翌年９)]にＮＰＯ法人の認証を受ける。クラブ
ではさまざまなスポーツや文化事業に挑戦する一ﾌﾞﾉで「地
域のスポーツに関する｣'''１題点は何かを研究した。その結果、
今までの行政主導から住民がイニシアティブを取る住民三１２
導に変わる事で地域のスポーツ振興が今まで以Iiに進むの
ではないかと考えるようになった。私は地域の皆さんに対し
て会合や集会で仁1身が体験したヨーロッパの「総合型地域
スポーツクラブ」についての歴史や現状を紹介し、説|ﾘlを繰
り返した。そんな111,2003ｲ１１４)IにさいたまTITは「政令#ｌｊＴＩ１ｉ」
として|当1立した「まち」を'三|折して第一歩蹄み出す。Tlj長が
Ⅱ総合型地域スポーツクラブの必要性
「ドイツから学ぶスポーツクラブライフ」
1)●目標
私が「総合型地域スポーツクラブ」に興味を抱くきっかけ
は1974イド５月の｢|本代表選手として初めて遠征したドイツ
('1三IMljドイツ）での体験にさかのぼる。この遠征は１１iドイツ
ワールドカップを観戦する企lmiも織り込まれエキサイティン
グでlill激''19な'１１来事が多く私の心に大きなインパクトとなっ
て残るzl1になる。ワールドカップでの試合1131戦やクラブチー
ムとのトレーニングマッチではＩＭＬのサッカーをＩＩＬで感じる
とlTil時に、スタジアムなどでのホスピタリティーの充実は今
まで経験した事のない心地よさがあI)改めてフットボールの
奥深さを実感できた。
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グを渡すと、少年は私の手を取り両親のところに連れて行き
紹介された。いつもはクラブでダンスを教えているという母
親は｢家族全員がここのメンバーでクラブは地域の誇りです」
と話。過二ln1サッカーを楽しんでいるという父親は「このク
ラブハウスはここにいるメンバー全員で建てました」と話。
ここには地域の人たちがクラブのために献身的に尽くす地元
密着のクラブライフがあることを実感でき、私は日本で経験
したことのない感動を受けた。
3)－１●夢
この遠征でベースキャンプ地となったデュイスブルグ郊外
にあるスポーツシューレ・ペダーウでの経験も私に大きな衝
撃を与えた。白樺の林にｌｌ１１まれた緑のサッカーグランド５面
(当時)、インドアのアリーナ、研修施設、宿泊施設、それに
併設されたレストランやクラブハウス､大きな池（ポートコー
ス)、敷地の奥にあるスタジアム、森の中に作られたサイク
リングコース、ジョキングコースなどがある。グランドでは
合宿''１の少年たちが大きな声を出しながら動き回り、アリー
ナではIに椅子に乗った人たちがバスケットを楽しんでいる。
私たちの宿泊施設にはソビエト（現ロシア）のポートナショ
ナルチームと西ドイツサッカーユースチームが同宿し食堂で
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(１９７４年西ドイツワールドカップのポスター）
2)●感動
(バイエルン・ホフからプレゼントされたジョッキ）
サッカー以上に私を驚かせた出来事は遠征初戦で対戦し
たバイエルン・ホフ・スポーツクラブ（ドイツ南部）とのト
レーニングマッチ後のクラブハウスでのパーデイーであっ
た。チームの役貝や選手ばかりでなくクラブメンバーであ
る子供からお年寄までが総出で手作りの科Ill1や地元特産の
ビールなどでもてなしていただいた。クラブハウス内では私
たちが対戦した選手達とダーツやビリヤードで交流し手入れ
の行き届いた庭ではクラブのメンバーと歌やダンスで時ｌＩｌｌを
忘れて楽しんだ。私の隣に座った少年はこのクラブのユース
選手で「将来は代表選手になるのが夢です｡」と目を輝かせ
て話してくれた。歓迎のお礼に日本代表チームのミニフラッ
（1974年のスポーツシューレ・ベダーウ
/上：クラブハウスと宿舎下：クラブハウス内）
２
鋪２６号
(よさまざまな言語が飛び交っている。隣のクラブハウス・ラ
ウンジでは地域の人たちが軽食やビールを飲みながら談笑
しながらトランプやチェスなどのゲームで楽しんでいる。又、
地元の子供たちが海外の選手やスタッフと交流する風景を
|]にした時はこの施設の重要性を感じるとlnI時に貧醐な日本
のスポーツ環境との違いに、私たちは驚きを超えてMlIlll:界で
夢を見ているような気分にさせられた。
ｒ
Ｌ
●３)－２私が初めてベダーウを訪れてから34ｲﾄﾞ総過した。
2階建ての稲泊棟が２０階建てに改築され、クラブハウスは
3倍の広さになっていた。又、アイスアリーナが建設きれ、
プロサッカーチームＦＣデュイスブルグのスタジアムも改修
された。
(1975年ＦＣバイエルン・ミューヘンの
べツケンバウアー主将とクラブハウスで）
「第２の道」はドイツスポーツ連IMIによって1959年に始
められた。「箙ｌの道」がチャンピオンを|]折すエリート選
手のものに対して「第２の道」は子供、婦人、壮ｲ|：昔から、
からだの不IiIl21Iな人といった一般大衆にスポーツする機会を
ﾉﾌﾞ･えることを'二lrl9としていた。
このようにドイツでは民間スポーツ'１１体がリーダーシップ
を苑Iil(してスポーツライフを支える雑ｉＭﾐりを行い、それを
政府や地力公共'１１体が財政iliで支えてきた歴史がある。
その｢|｣には、プロスポーツを]r[点とする総合型のスポーツ
クラブが含まれている。私I÷1身も代表選手時代にクラブを訪
ｌ１Ｉｌし対戦した事があるサッカーの強豪チームをｲjするバイエ
ルン・ミューヘン（1900年創設）がある。男子サッカー（FＣ
バイエルン)「久子サッカー、チェス、卓球、リ)女バスケッ
トボール、ハンドボール、ボーリング、体操といった繩[|別
クラブが存在する。
(2006年のスポーツシューレベダーウ）
4)●歴史
ドイツでは、どんな「まち」にも必ずスポーツクラブがあ
り、その数は全国で約87,000以上ある（2005ｲｌｉ統計)。ど
んな小さな「まち」にも小さいなりの施設が幣っている。ス
ポーツクラブの会員数は約２，７００刀人にもおよび、実に国
民の３人に１人が地元のスポーツクラブに入っている計算に
なる。スポーツクラブに力Ⅱえて､ドイツには地域ごとにスポー
ツシューレ（シューレとは学校の意味）という施設（全国で
21箇所）があり、選手だけではなく審判・指導者・クラブ
経営などの育成・強化なども行われている。
なぜドイツのスポーツ環境はここまで整っているのか。そ
れは「ゴールデンプラン」とソフト面の施策である「第２の
道」を両輪として推し進められてきた。
「ゴールデンプラン」とはドイツオリンピック委員会が作
成したスポーツ施設建設15111計画である。1960ｲliから実施
されそれぞれの「まち」の規模に応じて､子供たちの遊び場、
スポーツ広場、アリーナ、プールなどが整備されてきた。１５
年間に投じられた金額は150億マルクなるといわれていて連
邦政府、州政府、地方公共団体が２:５:３の割合で負担した。
5)●ヨーロッパのスポーツ文化
我が|工1が推進するスポーツ振興ｊｉＭ靖l1mi（2000年）の''１
で、地域スポーツiiIimiUの推進役として１０１侍されているのが
｢総合H1地域スポーツクラブ｣であり､その模範とされるのが、
ヨーロッパ各国に､:在するスポーツクラブである。このよう
なクラブは、住民にとってちょうど郵便局のように違和感な
く、１１１Jごとに存在する身近なものである。
私が最初にヨーロッパのスポーツ文化に触れたのは1974
年のilqドイツであったが、その後は姉年のようにオランダ、
ユーゴスラビア（現クロアチア、現ボスニア)、ブルガリア、
ルーマニア、チェコスロバキア（現チェコ)、ソビエト（現
ロシア)、スペイン、イタリア、ベルギー、イギリス、ギリシャ、
スイス、オーストリアなどで多くのスポーツクラブを訪れる
チャンスに恵まれた。
’'１でも、ユニークなクラブとして1889年設立されたＦＣ
バルセロナ(スペイン)が上げられる。このクラブはサッカー
のほかにバスケットボール、ハンドボール、ローラホッケー
のプロチームと野球、バレーボール、フィギュアスケート、
アイスホッケー、ホッケー、フットサル、ラグビー、陸止競
３
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今回の調森結果から見えた問題点が修正され、多くの人
がスポーツや文化活動を気軽にたのしめるような環境の盤
I111iにつながれば嬉しい。
技のアマチアセクション全12競技を持ち、１５万人（2006年
６月現在）のソシオと呼ばれる会員が活動を支えている。バ
ルセロナは社会的活動にも力を入れているため:Morethan
aclub:（クラブ以の存在）という標語を掲げ、2005年には
クラブ創設以来始めてクラブシャツに「ユニセフ」（Unicef）
のロゴマークをつけ、世界に向けてクラブの知名度を上げよ
うとしている。
このように、プロサッカーを頂点として、複数の競技種目
が混在するいわゆるく総合型＞と呼ばれるクラブはむしろ少
数派で、ヨーロッパにおけるスポーツクラブの７割は上'１－種
目のクラブである。このような傾向は特にイギリスにおいて
強く、プロサッカーやクリケットクラブの大部分は、他の種
目を併設しないiii一種目型であり、チーム運営やスクール展
開が事業の主体である。そのため、これらのクラブ会員は、
Ｊリーグのファンクラブやサポータークラブの会員のように、
スポーツ観戦とさまざまな社交的プログラムへの参力Ⅱを主た
る'二|的にしている。
Ⅲ市民の運動やスポーツ活動に関する調査の概要
1.調査目的
市民の運動やスポーツ活動の実態と意識について調査
し、さいたま市における「総合型地域スポーツクラブ」
の育成や普及に向けた検討資料とすることを目的とす
る。
2.調査項目
○健康や体力の状態
○運動やスポーツ・レクリエーション活動の実施状況
と今後の参加意向
○運動やスポーツ・レクリエーション活動の促進要lKl
○スポーツ・ボランティアの実施状況と促進要因
○総合型地域スポーツクラブの認知度
○総合型地域スポーツクラブへの加入意向
○さいたま市のスポーツ振興に関する考え方
3.調査対象
母集団：市内に在住する１５歳以上の男女
標本数：6,000人
抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出
４調査時期
２００６１１２７月
5.調査方法
郵送法による質ｌｌｌ紙調査
6.回収結果
有効回収数：2,513
有効lnl収率：41.9％
7.有効回答者の属'性
区別構成
6)●地域スポーツの振興
外来文化である近代スポーツが日本に伝わったのは明治
時代の初期である。学校を拠点に全国に広がって行ったス
ポーツは、不幸にも体育と同一視され、教育の手段として扱
われるようになった。第二次世界大戦後の高度経済成長に
より少しずつ人々の生活に余裕が出てくると、スポーツは企
業の福利厚生や広告宣伝の手段として役割を負わされるよ
うになる。こうして、日本のスポーツは学校体育と企業の運
動部を両輪として発展した。その結果、気軽にスポーツを楽
しみたい人たちはスポーツ・シーンからllRり残されてしまっ
たのである。
スポーツの本質は「遊び」である。だから、人間はスポー
ツがなくても生きることはできる。でも「遊び」だからこそ、
人''１１にはスポーツが必要なのである。
人々の生活に楽しみや喜びや潤いを与えるのがスポーツ
である。
(111位：人）
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鏑２６り
を払っている」が53.7％、「あまり注意を払っていない」が
14.8％であった。
男女ともに「常に注意を払っている」「時々注意を払って
いる」が８１１'11以｣二となっており、健康や体力に注意を払って
いる判が多いことが認められる。
年齢別にみると､未１Ｍi層を除き､高年齢層になるほど「常
に注意を払っている」割合が高くなっている。
埼三li県調益と比較すると､注意を払っている人の割合（｢常
に注意を払っている」＋「時々注意を払っている｣）は、ほ
ぼ'71じである。
一方、全１１１１調査と比較すると、注意を払っている人の割
合(｢常に注意を払っている」＋｢時々注意を払っている｣）は、
本Tl丁の力が高くなっている。
8.調査結果の見方
・本文および図表ｌｌＺ１のサンプル数（Ｎ）は、質'''１川|ごとの
lIil答者総数（無回答含む）のことである。
・比率はすべて百分率で表示してあり、小数点以下第２位
をllL1捨五入している。’１１捨五入の結果、百分率の合計が
全体の示す数値と一致しないことがある。
・百分比は、すべて回答者総数を基数として算11}したため、
複数Im1答の設'１１１では合計が100％と超えている。
Ⅳ、調査結果の概要
第１節健康や体力について
Ｌ述動不足に関する自己認識
運動不足について聞いたところ、全体では「大いに感じ
ている」が30.2％、「ある程度感じている」が48.7％、「あま
り感じていない」が14.0％､｢ほとんど感じていない」が52％
であった。性別にみると、男性では「大いに感じている」が
26.0％、「ある樫度感じている」が50.7％、女性では「大い
に感じている」が34.6％、「ある程度感じている」が48.7％
であり、女性の力が運動不足を「大いに感じている」割合
が高くなっている。年齢別にみると、２０戯～４９歳の1弾に運
動不足を「大いに感じている」割合が高くなっている。
埼三Ｋ県調森と比較すると､運動不足を感じている割合（｢大
いに感じている」＋「ある程度感じている｣）は、本市の力
が約１ポイント高くなっている。
全'五|調査と比較しても、運動不足を感じている割合（｢大
いに感じている」＋「ある程度感じている｣）は、本Tl丁の力
が約１４ポイント高くなっている。
(2)あなたは健康や体力に注意を払っていますか。
“２０Pｂ４仏606８０＄１CＯｈ
全休（Ｎ=2513）
、1１（N言1103）
女性（Ｎ三1410）
15～19血（NzIO7）
20～29瞳（N=270）
30～39雄（Ng454）
40～49蝿(小405）
”～59rＲ（IkIg51I）
60～69厘(Ｎ学444）
70～79像（Ng242）
O0bR以上（Ｎｚ７Ｉ）
西国（小196）
北区（N胃313）
見渦風（N蓮303）
大官区（Ils257）
帖巳（Ns202）
中央区（N害207）
浦柘区（Ｎ葛348）
側区（N宝249）
蘭区（Ｎ馬378）
（ ’田性別
１ １８１年齢別 圃漁に注意を払っているロ時々注旦を払っている□あまり注意を払っていない
ロ無回答
地匿踊
(1)あなたは運動不足を感じていますか。
“２“４験６０＄８(ハＭハ
全体（NE2S13）
例性（N＝1103）
女性（Ｎ=1410）
15～Ｉ９Ｉｎ(NsIO7）
２０～29膿(Ｎ二279）
３０～39皮(Ｎ愚454）
４０～49AＲ(Ｎ二405）
”～59族(Ns5II）
“～69歳(Ｎ割44）
７０～７９股(Ｎ二242）
”展以上（N=70）
西区（Ｎ=196）
北区（Ns313）
見沼区（ル363）
大官区（Ng257）
楯区（Ｈ言202）
中央区（Ｎニオ07）
浦和区（Ｎ=348）
縄区（Ｎ宮249）
用区（N二378〕
｛ 第２節スポーツやレクリエー活動について
1．巡動やスポーツ・レクリエーションiiii動の実施状況
【Ｉ】活動の実施状況
全体では、現在、運動やスポーツ・レクリエーション活動
を「行っている」が35.7％､｢行っていない」が59.3％であり、
無''11答は５０％であった。
性別に1mしると、リ)性では「行っている」と答えた者が
41.8％、女性では309％と、リ)性に比べ女性の実施率が低く
なっている。
イド齢別にみると、６０代の実施率が肢も高く、最も実施率
が低いのは８０歳以上を除いた場合、３０代となっている。
現在の実施状況と過去１年'１０の実施状況等を一概に比較
はできないが、参考までに埼玉県調査と全|工1調査をみてみ
ると、埼玉県調森では過去１年間に運動やスポーツをした
者の割合が73.7％、全国調査では68.1％となっていた。本
訓森では、定期的な運動やスポーツ・レクリエーションの実
践に焦点をあてているため、上記の調査と比較するには（２）
性別
１年齢別 |回大いに感じているｉＩＤある111度感じている：！□あまり感じていないｉ
ｎほとんど感じていない｜
(Q鰍回僑一一一…」
】２１５，Ｉ
地巳別
2．他康や体力への注意
全体では、「常に注意を払っている」が29.5％、「時々注意
５
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
実施頻度を参照されたい。 (4)平均してどの程度の頻度で活動していますか。
ＯＱｂ２暁４０＄６０k８０、I00Qo
(3)あなたは現在､健康づくりのための述動やスポーツ・
レクリエーション活動を行っていますか。
“２晩４峡６０AＣ８０、10086
全休（N二2513）
男性（N二1103）
女性（NgI410）
１５～１９族(N二107）
20～29ｶＮ(N言279）
30～39俄(N二454）
40～40歳(N=405）
50～59h段(N豐511）
60～69鰻(N=444）
70～79蝋(N霊242）
80歳以上（N雲71）
西区（''二196）
北区（Ｎ言313）
見澗区（N二363）
大官区（N害257）
桜区（Ｎら202）
中央区（N二207）
消和区（Ｎ言348）
・緑風（N二249）
雨区（Ｎ二378）
｛性別
全休（N二2513）
男性（N二１１０３）
女性（N=1410）
１５～19銭(N=107）
20～20歳〈N三279）
30～39蟻(N三454）
40～49歳(N言405）
50～59歳(N二511）
60～69磯(1W=444）
70～79磯(N二242〉
80服以上〈N二71》
西区（l炉196）
北区（N=313）
見沼区（作383）
大宮区（Ｎ二257）
桜区（酢202）
中央区（N二207）
浦和区（N二348）
縄区（N窯249）
南区（N二378）
｛性別
年齢劇
( 掴運動を行っていない|□ほぼ毎nlD週に4日以上ＩＤ週に2～3日ＩＤ週に１日|■月に1～２日画半年に数日榎度圃庶回答年齢別 掴行っているｉｉｐ行っていないｉ
ｌＤ無回答 地区廟
地国別
【Ⅲ】活動の実施形態
運動やスポーツ・レクリエーション活動を「行っている」
と答えた者に対し、主にどこで行っているかを聞いたところ、
｢地域の教室やクラブ」（26.9％)、「民間のクラブ・スクール」
(26.2％)、「所属していない」（23.2％）の1111Mであった。
【Ⅱ】活動の実施頻度
週ｌ｢１以上のスポーツ実施率(｢ほぼ毎|]｣＋｢週に４１]以1Ｊ
＋「週に２～３日」＋「週に１［l｣)は､全体で28.9％であった。
性別にみると、男性が3L7％、女性が26.7％と、男`lﾉ|ｉの方
が週１［|以上の運動実施率は高くなっている。年齢別では，
全国的な傾向は，年齢が高くなるほど，週１１三１以上の実施率
は向上するが、本市の場合、３０歳代の実施率が低くなって
いる。
地区別にみると、北区の実施率が31.1％と高く、中央区が
23.7％と低くなっている。
また、埼玉県調査（33.2％）と比較すると、週1日以上の
実施率は本市の方が４ポイント程度低く、全国調査（37.2％）
と比較すると、８ポイント程度低くなっている。
(5)「行っている」と答えた方にお聞きします。主にど
こで行っていますか。（○はいくつでも）
地域の教室やクラブ
民間のクラブ･スクール(フィットネスクラブなど）
所属していない
27.3
26.8
2２４
職場やOB会などのｸﾗﾌﾞやｻｰｸﾙ!；鑿霧:蕊1鍵讓蕊鱸i14β
ＩＩＳ
ｉ：：，
…運助箇`活動､ｸﾗﾌﾞ､ｻｰｸﾙ傷imi圏7AＴｉ
１ｉｉ
ｌ８２、
その他|露畷蕊…蝋,８３１１
１！！
！８８ １１８無回答9０．７１ｉＮ二897:；
：；－－息－－、’
0５１０１５２０２５３０
（単位:％）
【Ⅳ】現在行っている活動の種目名
運動やスポーツ・レクリエーション活動を「行っている」
と答えた者に対し、現在行っている活動名を聞いたところ、
「ウォーキング」が34.8％、「ゴルフ」が15.9％、「スイミング」
が154％、「体操・新体操」が111％、「テニス」が9.3％と
ﾋﾋ位を占めた。一方､｢バスケットボール｣｢ソフトボール｣｢バ
レーボール」などの団体球技は下位に位置し､手軽にできて、
学校以外で行う環境が鑿:っているスポーツ・レクリエーショ
ン活動の実施率が高いと言える。
６
第２６号
(6)行っている運動やスポーツ・レクリエーション活動
の種目をご記入ください。（いくつでも）
(7)運動・スポーツの時間を増やしたいと思いますか。
０６ ２鰯４０１６６０％８砿１００$0
全体（N意897）
醐性〈Ⅱ言46$）
女性（N=436）
１５～19鰻（N馨42）
２０～29歳〈N箸87）
30～39鐘(N=130）
40～49鱗(N學153）
50～59蟻(N=181）
60～69蝿(N二189）
70～79鱗(N宮ICO）
80蟻以上（N二Mj）
西区（Ｎ篇66）
北風（NsII8》
見沼区（N=129）
大宮鰹（N裏91）
格区（N二64）
中央区〈N嵩64）
浦和区（N言139）
緑区（N宮95）
爾匿（N=131）
：一…：：：：：…ｉｉｌｌｌｌｌｉ．：…：…！！…？……１１：：……；…：；ｉ十
一一一一・一『『鋤『蜘鋤剛剛『’四坪。ｒ剛トー”■Ⅲ■晒卜「剛叩仙「一
ウォーキング
ゴルフ
スイミング
体操･新体操
テニス
エアロビクス
陸上
サッカー
登山･ハイキング
フィットネス･ジム系
スキー･スケート･スノーボード
トレーニング
野球
サイクリング
卓球
武道･拳法･空手
バドミントン
バスケットボール
ソフトボール
バレーポール
アクアビクス
ボーリング
バレェ
ボクシング
スカッシュ
その他
無回答
（性別
（年齢別 ⑥増やしたい□今のままでいいロ減らしたい
｡無回答
地厩別
2．運動やスポーツを行わない理由
【Ｉ】運動やスポーツを行わない理由
運動やスポーツ・レクリエーション活動を「行っていない」
と答えた者に（市民全体の59.3％)、その理由を聞いたとこ
ろ、「本当はしたいと思っているができない」と答えた者が
77.7％であった。市民全体からみても､半数近くの人(46.1％）
が本当はしたいと思っているができない状態にある。
年齢別では、３０代に「本当はしたいと思っているができ
ない」と答えた者が多く、１９歳以下には「ほかにしたいこ
とがあるから（25.8％)」と答えた者も認められた。
0１０２０３０４０
（単位:％）
【Ｖ】運動・スポーツ時間増加の意向
運動やスポーツ・レクリエーション活動を「行っている」
と答えた者に対し、運動やスポーツ時間を増やしたいかと聞
いたところ、全体では「増やしたい」が50.7％、「今のまま
でいい」が489％、「減らしたい」が０４％であった。
性別にみても「減らしたい」と答えた者は両者とも04％
とわずかであり、「増やしたい」と「今のままでいい」がほ
ぼ半数ずつであった。
年齢別では、２０代の増やしたい意向が最も高く、次いで
30代、４０代となっている。
地区別では、桜区と中央区の意向が高くなっている。
(8)運動やスポーツ・レクリエーション活動をしないの
はなぜですか。
０％209ｂ４０％６０％８０％１００％
』全体（N=1490）
男性（N二584）
女性（N=906）
15～19歳（N二62〉
20～29歳(N=188）
30～39歳(N=315）
40～49歳(N二245）
50～59歳(N怠296）
60～69歳〈N二223）
70～79歳(N=112）
80歳以上〈Ｎ=49）
L6１ 鰯好きではないから
ロほかにしたいこと
があるから
ロ本当はしたいと
思っているができ
ない
ロ無回答
【2】本当はしたいと思っているができない理由
運動やスポーツ・レクリエーション活動を「本当にしたい
と思っているができない」と答えた者にその具体的な理由
を聞いたところ、「仕事や家事が忙しくて時間がとれない」
７
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
(１０）迦動やスポーツ・レクリエーション活動はあなた
の生活にとってどの程度重要ですか。
、２０１０４仇６０ヘＢＤｂｌ(町、
(56.4％）が最も多く､次いで「気軽にできる場所がないから」
(36.9％)、「きっかけがないから」（29.3％)、「お金がかかる
から」（27.9％）となっていた。
地区別にみても同様の価lhjが認められた。また、全区Ｉ調
森においても、「仕珈（家事・育児）が忙しくて時''１１がない
から」と答える者が最も多く、同様の傾向が認められた。
全体（N零2513）
男性（N塁1003）
女性（N=1410）
15～09虜(Ｎ二107）
20～29鷹(Ns279）
30～39皮(N三46』0）
４０～49WＲ(Ⅱざ405）
50～59山(N逼511）
６０～OMR(Ｎ宮444）
７０～７９AＨ(作242）
80皮以上（Ｎニバ）
西区（Ｎ=196）
｛性別 伽雪'`'0)|腿E蕊麺璽ii麺蕊霊Iニヱニニ1115］！
3睡;翻露軍ZYY戸YJFiF癒頁了ZF了了ｒ15丁－－iHlＩ 百二111３１．５(9)「本当はしたいと思っているができない」と粋えた方にお聞きします。その具体的なI1l1Il1は何ですか。（○はいくつでも） 年齢駒 囮大安堕豆であるｐＨ■である□あまり■哀でないロ重要でない
口陥回答
■ =（
北区（Ｎ厨313）
見珊区（N己363）
大官区（Ｎ宮257）
幅区（Ｎ二202）
中央巴（Ⅱ二207）
油ID区（ＩＩＢ狐8）
脚区（Ｎ=249〉
111ｌｘ（Ｎ宮3il8）
5６．４仕事や家事が忙しくて時lM1がとれないから
気軽にできる珊所がないから
きっかけがないから
お金がかかるから
したいと思う曜日･時間があわないから
身体的に疲れているから
仲川がいないから
身体的に繍理ができないから
したいと思う運動やスポーツ･プログラムがないか
ら
スボーツクラブ等に閲するl月報がないから
無回答
から田■■■■■360
..,＄【；
ら１－皇~■■■293：
；.：！、
から騒逼■ﾛ■■劇27.91
：ｉｌ
ら麗蕊蕊露蕊蕊霞122.6：
艤蕊蕊蕊蕊1〔7.5
霞蕊蕊蕊調117.0
ら騨蕊露蕊鰯168
ないかi蕊蕊19.6｜
がら圏7.9：
脈 0.0
その他鱸１８６：
0１０２０３０４０
地区別
圃
4．今後行ってみたい運､lやスポーツ・レクリエーション活動
今後行ってみたい活動を聞いたところ、「ウォーキング・
散歩」が42.8％、「屋内プールでの水泳」が33.8％、「ハイ
キング」が25.9％、「体操（軽い体操・ラジオ体操など)」
が19.8％、「筋ノルウェイトトレーニング」が１８９％、「サ
イクリング」が18.1％、「アクアピクス・水''１ウォーク」が
16.3％、「スキー・スノーポード」が16.0％などであった。比
較的１８１人で楽しめる運動やスポーツを挙げるものが多かっ
た。
Ｎ＝１１５７
5０６０
(蝋位:96）
3．述動やスポーツ・レクリエーションiilimlのNi要度
全体では「大変愈要である」が119％、「ｉｉｉ要である」が
52.9％、「あまり重要でない」が27.4％、「全く承要でない」
が3.1％であった。運動やスポーツ・レクリエーションiili動
を亟要であると考えるものが半数以上にのぼることが認めら
れた。
性別にみると、「大変Iii要である」がⅦYli14.3％、女性
10.1％､｢並要である｣が男性58.1％､女性50,4％となっており、
艸性の力が重要であると認識するものの割合が高くなってい
る
８
第２６号
(12）あなたは、過去１年間に、スポーツの指導・審判
や大会・イベントの協力など、スポーツに関するボ
ランティア活動にたずさわったことがありますか。
ある力はどのような活動を行いましたか。（○はい
くつでも）
(11）あなたが今後行ってみたいと思う運度やスポーツ・
レクリエーション活動はどれですか。（○はいくつ
でも）
ウオーキング
屋内プールでの水泳
ハイキング
休綴(軽い体操､ラジオ体操など）
筋力｡ウエイトトレーニンゲ
サイクリング
アクアビクス･水中ウォーク
スキー･スノーポード
…~….－－－－－…－１
鰄霞蕊鍵17.たずさわったことはない
チームやクラブの運営や世話
大会やイベントの運営や世話
スポーツの指導
スポーツの審判
スポーツ施設の管理の手伝い
その他
無回答
､５卿ｉ鮴Ｉ「跡Ｉ「伽ｌいＩⅢ’一一』ｉＩｉｉｌ
ＯｌＯ
ヨガ
ゴルフ(コース）
ゴルフ(練習増〉
ボウリング
テニス(硬式）
釣り
バドミントン
卓球
登山
ジョギング･ランニング
太極拳
キャンプ
スクーバダイピング
ダンス(ジャズダンス､社交ダンスなど）
エアロビックダンス
サッカー
フットサル
野球
グラウンドゴルフ
ソフトボール
弓道
Ｎ=2５１３
－－－－－ｉ
0２０４０６０８０
（単位:％）
２，ボランティア活動に取り組みやすくなる方法
「自分ができる内容のものが見つかれば」が50.5％、「活動
を一緒に行う仲間がいれば」２３．１％、「わずかな時間を利用
して参力Ⅱできれば」が228％であった。ボランティア活動に
関心のない人は１１８％と少なく、半数近くの人が自分のでき
る内容のものがみつかればボランティア活動に取り組みやす
くなると考え、全体的に関心の高さが伺われた。また、交通
費や金銭的な報酬への希望は比較的少ないことが認められ
た。
カヌー
バスケットポール
スケート
バレーボール
ソフトテニス(軟式）
屋外プールでの水泳
空手道
､剣道
ゲートポール
３．，３《スリー･オン･スリー）
インラインスケート
柔道
スケートボード
特にない
その他
無回答
(13）どのようになれば、スポーツ指導・審判、クラブ
運営のお手伝いといったボランティア活動に取り組
みやすくなるとお考えですか。（○はいくつでも）
4０５０
（単位:妬）
2０ 3０
第３節スポーツ・レクリエーション活動について
Ｌボランティアの活動状況
「チームやクラブの運営や世話」が39％、「大会やイベン
トの運営や世話｣が3.5％､｢スポーツの指導｣が2.5％､｢スポー
ツの審判」が22％､｢スポーツ施設の管理の手伝い」が1.2％
であった。
埼玉県調査（｢ある」16.4％､｢ない」80.3％）と比較すると、
本市の方がボランティア活動に携わったことのある者の割合
は低くなっている。
全国調査（｢行った」8.5％、「行わなかった」915％）と比
較すると、本市の方がボランティア活動に携わったことのあ
る者の割合が１ポイント程度高くなっている。
自分ができる内容のものがみつかれば
活動を一緒に行う仲間がいれば
50.5
蓋二
＝…■
閏
わずかな時間を利用して参加できれば
活動に必要な知識や技術を事前に習
得できれば
活動にかかる費用(交通費等)が支給
されれば
ボランティア活動には関心がない
少しでも金銭的な報酬があれば
その他
無回答
Ｎ二２５１３
ＯＩＯ２０３０４０５０６０
（単位?％）
９
Ⅱ
８●３３７
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法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
第４節スポーツ環境の整備について
Ｌ活動をさらに行ったり、始めるための条件
「スポーツ施設や運動できるスペースが近くにあれば」が
最も多く41.2％、「クラブの会費や施設の利)1]料金が安くな
れば」が32.4％、「ﾉﾘ数|Ⅱ|程度、都合がよいときに参力Ⅱでき
れば」が22.7％であった。
埼玉県調査においても、「スポーツ施設や運動できる
スペースが近くにあれば」と答えた者の割合が最も高く
(50.9％)、本市とほぼ|il様の傾向を示している。
全国調査では、公共スポーツ施設について望むこととして
｢身近で利用できるよう施設数の増力Ⅱ」が最も多く挙げられ
ている。
(15）あなたが、運動やスポーツ・レクリエーション活
動の際に利用する施設はどれですか。（○はいくつ
でも）
山や川などのＩ
鱗空間
２０
(14)あなたはどのような条件が整えば､運動やスポーツ・
レクリエーション活動をさらに行ったり、始めたり
することができると思いますか。（○は３つまで） 山や川などの自
鱗空間
,2６llHi1スポーツ鰭妓や運助で５６スペースが歯<にぁ111ｆ
グラフの会蔚《､聴蚊のり1町I金力《安くなれば…'………篝風圏!=ｌＨＩｍＢＵｍｍ蝋‘ＩｌｉＷｉｌＩ竺竺Ｗｌ１雪雲雪雲199雪?苧｜……瑚冤::::Ⅲ:三三=言言::．｜
…Ｗ(:二霊１W:::二二菫1W9nl1…己｜“,…で…-ソ……,…i蕊蕊:蕊i:ｂ■｜……し……ばi蕊蕊：蕊),４１１
スポーツ……《娩唄にで…鱸3Ｍ
．…川藤;二篭:|:露:駆口｜
円明.ﾅｲﾀｰ胸,…れ…て夜問にｽﾎﾟｰﾂをｲﾃうごﾋﾙ《で…|露鬮4，１
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3．公共スポーツ施設の盤Mljにあたり配慮してほしい点
「更衣室やトイレ」が最も多く､515％、次いで、「駐Iに
場」が403％、「スポーツ後に集まれる休憩室、談話室」が
25.8％、「高齢者に配慮した設Iilli」が256％、「飲食施設」が
20.9％であった。
(16）あなたは、市の体育館、プール、テニスコート、
グラウンドなどの公共スポーツ施設の整備（建設・
改修）にあたって、どのような点に配慮してほしい
と思いますか。（○はいくつでも）
更衣室やトイレ
駐車場
スポーツ後に集まれる休憩室･談話室
高齢者に配慮した設備
飲食施股
夜間照明･ナイター設備
障害者に配慮した股備
キッズルーム(託児施設など）
健康やスポーツ傷害に関する相談室
芝生のグラウンド
売店(スポーツ用品･用具など）
観客席
研修･会蟻室
特に無い
無回答
その他
2．利Ⅱ)する施設
活動の際に利用する施設を聞いたところ、「公共の施設」
が38.2％、「公園」が28.7％、「民間の施設」が24.4％、「１１１
や川などの自然空間」20.8％、「自宅周辺の道路」201％、「学
校の施設｣8.9％､｢職場及び周辺の施設｣3.9％であった。また、
｢利１１]していない」と答えた者が151％であった。
地区別にみると、全ての区において、「公共の施設」が最
も利１１}されていることが認められた。
０１０２０３０４０５０６０
（単位:％〉
4．総合型１，域スポーツクラブについて
【Ｉ】総合型地域スポーツクラブの認知
全体では「知っている」が5.3％、「聞いたことはある」が
129％、「知らない」が75.0％であった。
1０
鰯２６り.
(18）前述のような地域のスポーツクラブが近くにあっ
たら、入りたいと思いますか。
Ｏ１ｂＺ隅４(vb６０%８０ヘ100＄
‘性別にみると､総合型地域スポーツクラブを「知っている」
｢聞いたことはある」とした認知の割合はり)性の力が女性よ
りも高く、年齢別にみると、６０代と７０代が高くなっている。
地区別にみると、認知率は浦和区が最も高く21.6％、蛾も
低いのは北区で15.3％となっている。どの地区においても認
知率は２割弱税度であることが認められた。
全体（N毒2513）
男性（N=1103）
女性（N二1410）
１５～10戯（N=107）
２０～29鱗(N雪279〉
３０～39娘(N=454）
４０～49歳(N盲405）
５０～59塵(N二511）
６０～69歳（N=444）
７０～79桟(N=242）
８０蟻以上（N=71）
西区（Ⅱ＝196）
北区（N=313）
見沼区（Ｎ雲363）
大宮区〈N扇257）
桜区（N=202）
中央区（N言207）
浦和区Ｗ芒348）
｛it別
’(17）iii述のような「総合型地域スポーツクラブ」をご存知ですか。い２０、４０、６０＄８い100、 年齢別 図ぜひ入りたいロ条件次簸で入りたいロ入りたくない
ロわからない
DRR回答
全休（N二2513）
繼鰄{:|:M:１W：
怪
7５０
地区別 欄 宗
咽営
緑区（Ｎ房249）
崩区（N薑378）
５，m
⑥知っている
DBHいたことはある
□知らない
ロ領回答
”尿以上（Ｎ=71）
西区川=196）
北已（N=313）
見沼区（N=363）
大宮区（N雲257）
栃区（Ｎ二202）
中央区（N二207）
浦和区（N露3418）
脚区（N=249）
南区（N声378）
【Ⅲ】月会費の希望
総合型地域スポーツクラブにおける妥当な月会費を聞い
たところ、全体では「１１２，０００円以内」が最も多く322％、
次いで「月1,0001]]以内」が25.2％、「月3,000111以内」が
19.4％となっている。性別にみても同様の傾向を示している。
年齢別にみると、「)］1,000円以内」と回答した割合が雄
も高いのが１９歳以下、「月3,000円以内」と回答した割合が
最も高いのが50代であった。
画Nｉ
地区期
【Ⅱ】「総合型地域スポーツクラブ」への加入意向
全体では「ぜひ入りたい」が93％､｢条件次第で入りたい」
が532％、「入りたくない」が8.6％、「わからない」ないが
22.2％であった。
性別にみると、男性では「ぜひ入りたい」が８２％、女性
では「ぜひ入りたい」が11.3％、と、わずかに女性のほうが
加入意向を強く示す者が多いことが認められた。
また、地区別にみると、桜区と中央区のhll入意ｌｉﾘが高いこ
とが認められた。
前述（１）総合型地域スポーツクラブの認知度は２割程度
であるのに対し、加入意向は６割以上であることから、総合
型地域スポーツクラブの認知及び普及が求められていると
いえる。
(19）前述のような地域スポーツクラブにおける月会費
はいくら位が適当と考えますか。
Ｏｏｉ２０、４０、６０Qｂ８畑ｂｌＯＯ、
全体（N=2513）
翻性（N=1103）
女性（N二MIO）
15～19鰯(N言107〉
２０～29殻(N言279）
30～30銭(N二454）
４０～49歳(N宮405）
５０～59歳(N二511）
６０～69歳(N二444）
７０～79蝋(N二242）
８０歳以上（N二71）
内
内
内
内
内
叩刑胆””上
０
０
０
０
０
以
答
叩、皿率、れ回
月
月
月
月
月
そ
無
圃
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
【Ⅳ】教えてもよい、教えることができるスポーツ櫛|]の有無
総合型地域スポーツクラブで、リーダーやコーチとして教
えてもよい．教えることができるスポーツ種目の有無を聞い
たところ､全体では｢ない｣が834％､｢ある｣が7.1％であった。
‘性別でみると、男性の方が教えることができるスポーツ櫛
目を持つ者が多いことが認められた。
１１
769 ｉｆｺﾞマ
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法政大学体育・スポーツＩＵ１先センター紀要
年齢別でみると、若年層ほど教えることができるスポーツ
種|]を持つ者が多いことが認められた。
(21）健康づくりのための運動やスポーツ・レクリエー
ション活動を振興させるために、さいたま市に今後
どのようなことに力を入れてもらいたいと思います
か。(20)あなたは､前述のような地域スポーツクラブで､リー
ダーやコーチとして教えてもよい．教えることがで
きるスポーツ種目の技術や尊'ⅡⅡilil-lをお持ちです
か。
ｍ２ｍ４０＄６０、８鱗100ヘ
年齢廟にあったスポーツ活動の開発･普及
野外スポーツ活動施設や公園の整備
スポーツに関する情報提供･広報活動
高齢者の健康福祉やスポーツ振興
総合型地域スボーツクラブの育成
各種スポーツ行事･大会･教室の開催
屋内スポーツ施設の整備
学校体育施設の開放･整備
民間施設との連快
医療機関との連腿
スポーツ指導者｡コーチ･審判の育成
スポーツボランティア活動の支媛
障害者スポーツの振興
スポーツ･レクリエーション団体への助成
スポーツに関する医科学的な研究の促進
スポーツに関する国際交流の振興
国際的スポーツ大会の醗致
大学との連携
特にない
その他
4.0
全体（N=2513）
風性（N=1103）
女性（N=ＭＩＯ）
１５～19住(N三107）
２０～29腰(N二279）
３０～39旗(N二454）
４０～49蟻(N冑405）
５０～59麓(Ｎ二511）
６０～69雄(N二$44〉
７０～79逮(N二242）
80超以上（N三Ｗ）
西区（N=196）
北巨（Ｎ二313）
見沼区⑪'二363〉
大宮区（N=257）
膝区（Ｎ二202）
中央区（''二207）
浦和区（N=348）
蝿区（N吾249》
南区（N二378）
｛性別
Ｉ年齢別 回ある□ない
DQR回答
１３
Ｏ５１０１５２０２５３０３５４０
（単位:％）増区別
Ｖ、調査結果のまとめ
蝿
第１節健康や体力について
●８割以止の人が健康や体力に注意を払っている一方で、
８割近くの人が運動不足を感じている。性別では女性
の力が迎動不足を感じており、年齢別では30代が運動
不足を感じている割合が多い。また、地区別では、’１１
央区の人に迎動不足を感じている人が多く、実施率も
最も低い結果となっている。
第５節さいたま市のスポーツ振興への期待・要望
Ｌきいたま市のスポーツ振興への要望
「年齢層にあったスポーツ活動の|刑発･普及」が340％､｢野
外スポーツ活動施設や公園の整備」が28.5％、「スポーツに
関する情報提供・広報活動」が28.1％、「高齢者の健康冊１１：
やスポーツ振興」が259％、「総合型地域スポーツクラブの
育成」が25.4％、「各種スポーツ行事・大会・教室の|)M'''1」
が25.3％、「屋内スポーツ施設の盤ｲilIi」が249％、「学校体
育施設の開放・整備」が21.3％であった。
第２節スポーツやレクリエーション活動について（する）
●現在、遮動やスポーツ・レクリエーション活動を行っ
ている割合は35.7％、行っていない割合が59.3％。`性
別では男性の方が実施率は高く、年齢別では60代の
実施率が高い。また、性・年齢別では８０歳以上の男
性の方が、２０～39歳の女性よりも実施率が高い｡本
調査では現在の運動・スポーツ活動状況を聞いている
ものの、埼玉県及び全国と比較しても実施率は極めて
低くなっている。
●週111以上のスポーツ実施率は本市が28,9％、全国調
査が44,4％と本市の方が１５ポイント稗度低くなってい
る。実施者のうち７割以上の人がなんらかの団体に属
し、特に地域の教室やクラブで活動する人が多い。種
目ではウォーキングを行っている者が多い。
●運動を行っていない者のうち、７割以上の人が本当は
したいと思っているができないとし、そのI1l1lllに仕事
や家事が忙しくて時間がとれないとしている。また、
全体のうち、過半数の人が運動やスポーツの時間を増
1２
弟２６号
やしたいとしており、特に２０代は759％が増やしたい
としている。地区別では、桜区、中央区に増やしたい
と回答するものが多かった。
●全体の６割以上の人が迦動やスポーツは取要であると
考えながらも、６割以上の人が現状の運動やスポーツ
活動に満足していないという傾向がみられた｡今後行っ
てみたいスポーツとしては、ウォーキング、屋内プー
ルでの水泳、ハイキング、体操など、比較的個人で楽
しめるスポーツが多くあがっている。
これに加え、運動やスポーツ活動を「行っている」と答えた
人の約５割の人は「燗やしたいと」と答え、その多くは２０
代～40代に集'１Ｌている。その背景には、今回の調査項|］
にはないが埼玉県は１１１１純県に次いで全国で２番目に平均年
齢が若い県であることにも起因していると考えられる。その
111でも、さいたまTl丁は政令指定都TITになってから毎年人1二1増
力Ⅱの一途たどり、少子化が進む日本の中でも自然増が顕著
に見られる市となっている。（2007年１月～１０月を見ても
7,835人と人口1Mになっている｡）私の周りにも「通勤や子育
てに時間を割かれてスポーツをする時間がとれない」との声
が多く開かれる。我が国のスポーツ振興計画で瓶っている
｢2010年までに国民の週１１皿以_上のスポーツ実施率を５０％
にする」という|=l標に定めているが、さいたま市の実施率は
30％弱と全国平均より１５ポイントも低い。この'''1題をクリ
アーするためにも、さいたまTl丁の２０代～40代をターゲット
にした運動やスポーツ活動が出来るスポーツ環境の盤Iilliが
必要不可欠である。その解決に向けての具体策は気1蛭に行
けるスポーツ施設が身近にあり、その施設には託児所機能を
I111iえる事が重要である。
また、運動やスポーツ活動をさらに行ったり、始める条件と
して「スポーツ施設や運動するスペースが近くにあれば｣「ク
ラブ会費や施設の利用料金が安くなれば」「都合のよい時に
参力Ⅱできれば」「'二1分のレベルや|]的に合ったプログラムを
選べれば」という声が大勢を占めた。このような'''１題を解決
するためにも、多械目、多世代、多様性を備えた住民主導
型の｢総合型地域スポーツクラブ｣の設立が望まれる｡しかし、
調査でも明らかなようにその認知度は２割程度と住民の関心
は低く、その運営を支えるスポーツ・ボランティア活動への
参力11状況は全国平均より上回ってはいるが約１割ときわめて
低い｡このような状況を打開するためにも｢総合型地域スポー
ツクラブ」の普及・育成を計画的に実行する必要がある。
｢TIj民の運動やスポーツ活動」を充実するためにも地域住民
や行政・民間スポーツ団体が力を結集して「地域スポーツ
の振興」に真剣に取り組む時が来たと感じた。私たち氏|Ｈ１
が主導する「さいたま市総合型地域スポーツクラブ推進貝
会」や県のスポーツ広域センターとが連携して市民が運動
やスポーツ活動を行える環境の整Iiiliに取り組み、地域住民
が「この町に住みたい」「住み続けたい」と思うような街づ
くりのきっかけに今回の調査が反映されれば嬉しい。
第３節スポーツ･レクリエーション活動について(ささえる）
●全国調査と比べて、ボランティアの参力Ⅱ率は上回って
おり、過半数が自分のできる内容のものがみつかれば
取り組みやすくなると考えている。
第４節スポーツ環境の整備について
●全体の382％が運動やスポーツのために公共施設を利
用しており、整備にあたり「更衣室やトイレ」「駐車場」
「スポーツ後に集まれる休憩室、談話室」を上位にあげ
ている。
●総合型地域スポーツクラブの認知度は２割種度。６割
以上の人が入りたい意向を示している一方で、リーダー
やコーチとして教えることができる種ロをもつ人は1割
にも満たない。
第５節さいたま市のスポーツ振興への期待・要望
●市へのスポーツ振興の要望では、「年齢層にあったス
ポーツ活動の開発・普及」が340％、「野外スポーツ活
動施設や公園の整備」が285％、「スポーツに関する情
報提供・広報活動」が281％、「高齢者の健康福祉やス
ポーツ振興」が25.9％、「総合型地域スポーツクラブの
育成」が25.4％、「各種スポーツ行事・大会・教室の開
催」が25.3％､｢屋内スポーツ施設の盤llli」が249％､｢学
校体育施設の開放・整Ｉ１Ｗｉ」が21.3％であった。
Ⅵ、おわりに
本調査で明らかになったようにさいたま市のスポーツ環境
は市民が求めるレベルには達していない。調査結采が示す
ように８割以上の人が健康や体力に注意を払っている一方
で、８割近くの人が運動不足を感じている。この数字は全国
平均より１４ポイントも高くなっている。この内容を分析し
てみると、全体の６割以｣この人が運動やスポーツは重要で
あると考えながらも、６割以上の人が現状の運動やスポーツ
活動に満足していないという傾向が見られた。又、さいたま
市の特徴として、運動を行わない７割以上の人が出来ない
理由として「仕事や家事が忙しくて時間が取れない」「気慨
に出来る場所がない」と答えている。特に２０代～４０代が
深刻で「本当はしたいと思っても出来ない」と答えている。
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